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教員の部：学部長表彰（教育） 

受賞者 守田 剛 

 口腔顎顔面形態学分野・助教 

推薦（受賞）理由 

歯学部歯学科・口腔保健学科の解剖学講義・実習、

さらに医学部保健学域および薬学域の修士課程を含

む実習、学外の医療系教育機関の実習に尽力してき

たことによる。 

Profile 

このたびは、学部長表彰（教育）という栄誉ある

賞を賜り、誠に光栄に存じます。これもひとえに、

これまでの教育・研究活動において多くのご指導、

ご助言を賜りました諸先生方のご厚情の賜物であり、

心より深謝申し上げます。また、ご推薦を賜りまし

た先生方に対しましても、厚く御礼申し上げます。 

私は歯学部の出身ではなく、東洋大学ライフデザ

イン学部健康スポーツ学科を卒業後、福祉社会デザ

イン研究科健康デザイン学博士前期課程を修了し、

東京医科歯科大学（現：東京科学大学）博士課程へ

進学いたしました。大学院では口腔顎顔面解剖学に

所属し、歯の発生過程におけるヒアルロン酸合成の

解析に取り組みました。徳島大学には大学院４年次

に特別研究学生として在籍し、学位取得後の平成 29

年に本学口腔顎顔面形態学分野の助教として着任い

たしました。 

解剖学は「用語が多く、暗記が中心」といった印

象を持たれがちですが、各用語には意味があり、体

系的に整理されてきたものであります。例えば、下

顎骨の「筋突起」や「関節突起」といった名称には、

筋の付着や骨の位置関係に関する情報が含まれてお

り、単なる記号ではありません。このような背景を

踏まえて、私は実習において用語の由来や意味を説

明し、実際の骨と照らし合わせながら、学生が視覚

的にイメージしやすくなるように工夫しております。

また、人体の構造を理解する上では、具体的なイメ

ージを持つことが極めて重要であると考えておりま

す。そのため、日常生活における事象や、私自身の

経験に基づく例を挙げながら、記憶に定着しやすい

講義を心がけております。 

結びに、今回の受賞を励みに、今後とも教育・研

究に一層邁進し、将来の歯科医師の育成に微力なが

ら貢献してまいる所存でございます。何卒、今後と

もご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

教員の部：学部長表彰（臨床） 

受賞者 渡邉 佳一郎 

病院（矯正歯科）・講師 

臨床歴：18 年 日本歯科専門医機構矯正歯

科専門医、日本矯正歯科学会認定医・指導

医、日本口蓋裂学会認定師 

 

推薦（受賞）理由 

歯科矯正科の診療実績向上に寄与するとともに、

臨床指導に尽力したため。 

Profile 

この度は、臨床部門での学部長表彰ならびに四国

歯学会賞を賜り、誠に光栄に存じます。心より御礼

申し上げます。 

私は 2007年に徳島大学歯学部を卒業後、1年間の

研修医期間を経て口腔顎顔面矯正学分野に大学院生

として入局し、がんと骨代謝に関する研究で学位を

取得いたしました。大学院修了後の 2012年 4月よ

り同医局の助教として着任し、田中教授・黒田准教

授のご指導のもと、臨床における知識と技術の研鑽

を積んでまいりました。その過程で、デジタル技術

の可能性とチーム医療の重要性を強く認識していく

ようになりました。 

 2017年 11月からは、田中教授のご厚意により米

国オハイオ州立大学矯正歯科にポスドクとして 2年

間留学する機会を頂きました。当時すでに同大学で

はアルジネート印象材すら用いられておらず、デジ

タル機器が非常に充実しておりました。基礎研究・

臨床・学生教育のいずれにおいてもデジタルに触れ

る機会に恵まれたことは大変幸運であり、留学を通

じてデジタル技術の有用性を改めて実感いたしまし

た。2019年の帰国後は、AIを含むデジタル研究に

継続して取り組み、臨床にも積極的に導入してまい

りました。今後も、多くの先生方と協働しながら、

最終的には製品化・社会貢献を見据えたデジタル研

究を進めていく所存です。 

 またチーム医療については、単なる紹介・連携で

は不十分であり、患者さんの治療ゴールを共に考

え、ときに意見が対立することがあっても、最適な

治療を提案できる環境こそが重要であると痛感して

おります。その考えのもと、口唇口蓋裂センターを

はじめとした他科の先生方との連携の質を高めるべ

く、環境整備にも尽力してまいりました。 

 学生や後進の先生方には、常に患者さんの利益

を最優先に考えて行動できる歯科医師へと成長して

ほしいと願っております。そのためにも、自らが

「見習いたい・ついていきたい」と思ってもらえる

ような姿勢を示し続けたいと考えております。 



 

教員の部：学部長表彰（教育・研究支援） 

受賞者 KIM YEEUN 

生体材料工学分野・特任研究員 

推薦（受賞）理由 

骨再生に用いるカルシウムリン酸セメント（CPC）

の改良研究を通じて、材料の強度と生体適合性を高

める新しい手法を開発したことが評価された。従来

の課題を解決し、より安全で実用的な生体材料の可

能性を示した点が高く評価された。 

Profile 

私は生体材料を用いた骨再生研究に取り組んでお

ります。なかでも、骨欠損部を修復するために使用

されるカルシウムリン酸セメント（CPC）の改良を

主な研究テーマとして進めてきました。CPC は体に

なじみやすいという利点を持ちながらも、強度や操

作性の面で改善が必要とされており、より臨床で扱

いやすい材料の開発が求められていました。そこで

柔軟性を有する高分子成分とナノスケールの補強材

を組み合わせることで、CPC の強度と安定性を向上

させる新しい手法を検討しました。その結果、材料

が骨再生を促進する効果を示すことを確認し、今後

の医療応用への可能性を示す成果を得ることができ

ました。 

研究を進める中で、単に実験データを得るだけで

なく、材料の微細構造と細胞反応の関係を深く理解

するよう努めました。特に、材料のわずかな違いに

よって細胞の反応が変化することを観察し、生体材

料の研究には工学だけでなく、生物の仕組みを理解

する視点も欠かせないことを実感しました。また、

数多くの試行錯誤や条件調整を通じて、研究におけ

る忍耐力と柔軟な発想の重要性を学ぶことができま

した。これらの経験は、研究者としての視野を広げ、

問題を多角的に考察する力を養う貴重な機会となり

ました。 

本研究を通じて、生体材料の設計には物理的・化

学的特性だけでなく、生体との調和が重要であるこ

とを改めて感じました。今後は、基礎研究で得られ

た成果を臨床応用へとつなげ、実際の医療現場で役

立つ材料の開発を目指して研究を続けていきたいと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 永尾 瑠佳 

口腔科学教育部口腔科学専攻 

口腔病理学分野 4 年次 

受賞論文 

Differential chemokine profiles between lacrimal and 

salivary glands in a murine model of primary Sjögren 

disease, Nagao R, Otsuka K, Matsuzawa S, Ushio A, 

Tsunematsu T, Ishimaru N, Cytokine 195:157023. 2025 

論文概要 

【目的】  原発性シェーグレン病（Primary 

Sjögren disease: pSjD）は、涙腺（Lacrimal gland: LG）

や唾液腺（Salivary gland: SG）などの外分泌腺を標

的とする自己免疫疾患である。自己反応性 T 細胞を

主体とした外分泌腺の破壊によりドライアイやドラ

イマウスを呈するが、標的臓器間での傷害の違いを

規定する機序は不明な点が多い。標的臓器への免疫

細胞の遊走に関与するケモカインが多く同定されて

いる一方で、LG や SG といった標的臓器間でのケモ

カインの発現パターンの違いや病態形成における役

割はほとんど調べられていない。本研究では、pSjD

モデルマウスの LGと SGにおけるケモカイン発現パ

ターンを比較し、臓器特異的な病態形成の差を解明

することを目的とした。 

【材料と方法】 舌下腺に分化異常を有する

NFS/sldマウスに生後 3日目の新生仔胸腺摘出術を行

い、pSjD モデルマウスを作製した。コントロールマ

ウスおよび pSjD モデルマウスの LG および SG につ

いて病理組織学的解析を行った。さらに、T 細胞遊

走に関連する 18 種類のケモカイン発現を RT-qPCR

で評価し、LG 特異的に上昇するケモカインを同定

した。その発現細胞を in situ ハイブリダイゼーショ

ンにて解析した。加えて、所属リンパ節の T 細胞表

現型をフローサイトメトリーで評価し、同定したケ

モカインによる CD4⁺ T 細胞の遊走能を in vitro 

migration assay で検討した。 

【結果】 新生仔胸腺摘出 pSjDモデルマウスにお

いて、SG よりも LG で早期にリンパ球浸潤が観察さ

れた。解析したケモカインのうち、C-X-C motif 

chemokine ligand 4（CXCL4）が LG 特異的に発現上

昇を認めた。LG 組織内のマクロファージに Cxcl4の

発現が観察された。さらに、CXCL4の受容体である

CXCR3 は所属リンパ節の CD4⁺ T 細胞上で、コント

ロールと比較し、pSjD モデルマウスで有意に高かっ

た。Th1 のマスター転写因子 T-bet は、pSjD モデル

マ ウ ス で は CXCR3-CD4⁺ T 細 胞 と 比 較 し て

CXCR3⁺CD4⁺ T 細胞で有意に高発現していた。さら

に、CXCL4 投与により pSjD モデルマウス由来の



 

CD4⁺ T 細胞の遊走能はコントロールマウス由来と比

較し、有意に亢進した。 

【考察】 CXCL4 産生マクロファージが CXCR3⁺ 

Th1 細胞の LG へのリクルートを促進し、LG におけ

る自己免疫病変の形成に寄与する可能性が示唆され

た。この機序は、pSjD のドライアイに対する治療法

の開発基盤となり得ると考えられた。 

 

 

 

大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 中川 宗純 

口腔科学教育部口腔科学専攻 

口腔顎顔面矯正学分野 4 年次 

受賞論文 

Mutual amplification of sensory nerve outgrowth and 

tumor progression in myeloma. Motosumi Nakagawa, 

Masahiro Hiasa, Jumpei Teramachi, Takeshi Harada, 

Asuka Oda, Go Nishino, SooHa Matsuki, Mariko Hanawa, 

Ariunzaya Bat-Erdene, Takako Taniguchi, Hisaaki 

Taniguchi, Koichi Tsuneyama, Tatsuya Tominaga, Eiji 

Tanaka, Takeshi Y Hiyama, Ken-ichi Matsuoka, Yoshio 

Katayama, Masahiro Abe Haematologica, 2026 

論文概要 

形質細胞の悪性腫瘍である多発性骨髄腫（MM）

は骨髄内で進展し、破骨細胞を活性化し骨破壊病変

を形成する。我々は、MM 骨破壊病変部酸性環境で

は知覚神経が増生しており、酸が知覚感受性を高め

骨痛を増強させることを報告した（Cancer Research 

2017）。本研究では、MM 骨髄内知覚神経分布の実

態とその MM 進展に及ぼす影響、さらにその背景の

分子機序を明らかにした。マウス MM モデルから摘

出した骨を Cubic 法で透明化し、CGRP 陽性知覚神

経を 3D で描出させると、MM 病変を有する骨髄内

で知覚神経の顕著な増生がみられた。各種 MM 細胞

培養上清は、マウス後根神経節（DRG）および

Neuro2a、MED17.11 株由来知覚神経の神経突起伸長

を促進した。MM 細胞特異的分泌蛋白のプロテオー

ム解析を行い、選出した因子の知覚神経伸長活性を

網羅的に探索し、可溶性 neogenin1 (NEO1)を見出し

た。可溶性 NEO1 は囮受容体として神経反跳因子

RGMa に結合し、RGMa による神経突起の崩壊・退

縮を抑制し、また酸性環境ではより顕著に神経突起

を伸長させた。MM 培養上清から NEO1 を免疫除去

すると神経突起伸長促進活性がほぼ完全に消失した。

興味深いことに、知覚神経との共存および知覚神経

由来細胞外小胞の添加により MM 細胞株の増殖が促

進された。さらに、カプサイシン反復大量投与によ

り知覚神経を消滅（薬理的除神経）させると、マウ

ス骨髄内での MM 腫瘍増殖が著明に抑制された。

MM 細胞の NEO1 遺伝子をノックアウトすると、

MM 細胞による骨髄内知覚神経増生が減弱するとと

もに、腫瘍進展も抑制された。MM 細胞由来可溶性

NEO1 は強力な知覚神経増生促進因子であり、MM

細胞が病変を形成する骨髄内に知覚神経を増生させ

るとともに増生した知覚神経が腫瘍増殖を促進させ

るという悪循環の形成が示唆された。以上のことか

ら骨髄内知覚神経の増生は、疼痛感受の増強のみな

らず腫瘍進展を促進する重要な MM ニッチを提供し

ていると考えられた。 

 

 

大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 Xu Yang 

口腔科学教育部口腔科学専攻 

組織再生制御学分野 4 年次 

受賞論文 

Conditioned medium from stem cells of human exfoliated 

deciduous teeth ameliorates mouse ovalbumin-specific 

allergic dermatitis. Yang Xu, Noboru Hashimoto, Fumiya 

Kano, Linze Xia, Cheng Ding, Houjun Lao, Yifei Wang, 

Takahiro Arai, Tomonori Iwasaki, Akihito Yamamoto. 

Stem cell research & therapy. 16・1. 605 (2025) 

論文概要 

BACKGROUND: Atopic dermatitis (AD), a chronic 

inflammatory skin disease, is characterized by 

intense itching and recurrent eczema-like lesions, 

requiring safer, more targeted therapies that 

modulate the immune response and restore skin 

barrier integrity. Conditioned medium derived 

from stem cells of human exfoliated deciduous 

teeth (SHED-CM) exhibits considerable 

immunomodulatory and regenerative effects. We 

evaluated the efficacy of SHED-CM in an AD-like 

mouse model and explored the underlying 

mechanisms.  

METHODS: Mice with ovalbumin (OVA)-specific 

allergic dermatitis (OSAD) were intravenously 

treated with SHED-CM, conditioned medium 

derived from fibroblast, or Dulbecco's Modified 

Eagle Medium, followed by antigen restimulation 

to induce AD-like dermatitis. Disease severity was 

assessed macroscopically and histologically. T cell 

phenotypes were analyzed using 

immunohistochemical staining, RT-qPCR, and flow 

cytometry. Total serum and OVA-specific 



 

immunoglobulin E (IgE) levels were measured 

using ELISA. Naïve splenic CD4⁺  T cells were 

activated using CD3/CD28 beads in SHED-CM to 

evaluate their direct effects on T cell 

differentiation through flow cytometry. Highly 

expressed proteins in SHED-CM were identified 

using liquid chromatography-mass spectrometry, 

and neutralizing antibodies were used to elucidate 

the therapeutic mechanisms.  

RESULTS: The treatment with SHED-CM 

significantly ameliorated AD-like symptoms, 

reduced epidermal hyperplasia, and restored 

filaggrin expression. SHED-CM created an anti-

inflammatory microenvironment in OSAD skin 

and draining lymph nodes by promoting Treg 

differentiation and inhibiting Th2 and Th17 

populations. SHED-CM markedly suppressed B 

cell maturation, antigen-specific IgE production, 

and mast cell activation. Furthermore, we found 

that SHED-CM directly promoted Treg 

differentiation from naïve CD4⁺ T cells stimulated 

by CD3/CD28, which was mediated, in part, 

through TGFβ contained in SHED-CM. SHED-CM 

exhibited little to no effect on in vitro Th1, Th2, and 

Th17 differentiation.  

CONCLUSIONS: SHED-CM shows significant 

therapeutic potential for AD-like symptom, 

effectively modulating immune response and 

enhancing skin barrier restoration. Our findings 

offer a new approach for developing novel, targeted 

therapies for inflammatory skin disorders. 

 

 

大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 Dara Sari Arini 

口腔科学教育部口腔保健学専攻 

口腔保健福祉学分野 2 年次 

受賞論文 

Intraperitoneal curcumin alleviates neuropathic pain in a rat 

model of trigeminal neuralgia by suppressing TNF-  and 

pSTAT3 signaling 

. 

論文概要 

Trigeminal neuralgia (TN) is a highly debilitating 

neuropathic facial pain disorder characterized by 

recurrent episodes of sudden and severe 

paroxysmal pain, significantly diminishing 

patients’ quality of life. Although existing 

pharmacological treatments can provide 

symptomatic relief, their associated adverse effects 

underscore the need for safer and more effective 

therapeutic alternatives. Curcumin, a naturally 

occurring polyphenolic compound, has gained 

attention due to its anti-inflammatory and 

neuroprotective properties, coupled with a 

favorable safety profile. In the present study, the 

effects of intraperitoneal curcumin administration 

were investigated in the trigeminal ganglion of a 

rat model of TN induced by unilateral infraorbital 

nerve constriction (IONC). Behavioral assessments 

demonstrated that curcumin significantly 

attenuated mechanical allodynia compared to 

vehicle-treated controls. Consistently, 

immunohistochemical analyses revealed a 

reduction in the expression of glial fibrillary acidic 

protein (GFAP) and activating transcription factor 

3 (ATF3), which are established markers of 

satellite glial cell (SGC) activation and neuronal 

stress, respectively. Additionally, curcumin 

treatment led to decreased expression of tumor 

necrosis factor-α (TNF-α) and modulation of 

phosphorylated signal transducer and activator of 

transcription 3 (pSTAT3) activity. Collectively, 

these findings indicate that curcumin exerts its 

analgesic effects by suppressing glial activation 

and inhibiting pSTAT3-mediated pro-

inflammatory signaling pathways. Therefore, 

curcumin may serve as a promising therapeutic 

candidate for TN, warranting further investigation 

into its clinical relevance and underlying molecular 

mechanisms. 

 

学部学生の部：学会発表 

発表者 八幡 優梨子（歯学科 3 年） 

指導教員 工藤 保誠（口腔生命科学分野・教授） 

発表題目 口腔扁平上皮癌における INHBA が制御す

る EMT 様変化の解析 

共同発表者 山本 清威 1.2)、猿棒元陽 3)、毛利安宏 1,2) 

1) 徳島大学フォトニクス健康フロンティア研究院 栄

養ユニット 実験腫瘍学部門 

2) 徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔生命科学分野 

3) 徳島大学歯学部歯学科  

 

学会名 第 84 回 日本癌学会学術総会  



 

開催場所 石川県立音楽堂/ホテル日航金沢/ANAクラ

ウンプラザホテル金沢（金沢市） 

発表期日 令和 7 年 9 月 25 日（木） 

発表方法 ポスター 

発表内容・自己評価 

近年、上皮間葉移行（epithelial-mesenchymal 

transition: EMT）は、がんの浸潤・転移に重要な

役割を果たすことが知られている。口腔扁平上皮癌

（oral squamous cell carcinoma: OSCC）において

も、EMT に関連した表現型変化が腫瘍の進展に関与

する 

と考えられているが、その分子機構には未解明な

点が多い。本研究では、TGF-β スーパーファミリー

に属する INHBA に着目し、OSCC における EMT 様変化

への関与を検討した。11 種類の OSCC 細胞株の中か

ら INHBAの発現が低い SKN-3細胞を選択し、INHBA過

剰発現モデルを樹立して表現型解析を行った。

INHBA 発現ベクターを導入し、安定的に過剰発現す

る複数のコロニーを樹立したところ、上皮様の多角

形細胞と、間葉様の紡錘形細胞の 2 種類の形態が観

察された。これらの細胞を比較した結果、間葉様細

胞において INHBA の発現がより高いことが明らかと

なり、INHBA の発現量が細胞形態および接着性に影

響を与える可能性が示唆された。さらに、間葉様細

胞では E-cadherin の発現低下、および N-cadherin

ならびに SNAI2の発現上昇が認められ、INHBAが EMT

関連遺伝子発現の変化に関与することが示唆された。

また、Smad2/3 のリン酸化が確認され、加えて細胞

の増殖能および浸潤能の亢進も認められた。さらに、

ゴルジ体からのタンパク質輸送阻害剤であるモネン

シンを用いて分泌経路への影響を検討したところ、

E-cadherin および N-cadherin の発現変化に明らか

な差は認められなかった。しかし、モネンシンは

INHBA を特異的に阻害するものではないため、この

結果のみから INHBA の作用様式を結論づけることは

困難であり、今後さらに詳細な検討が必要である。

以上の結果から、INHBA は OSCC における EMT 様変化

の制御に関与し、腫瘍の浸潤・転移に関連する可能

性が示唆された。 

学会参加報告 

本学術集会は、基礎から臨床に至るまで多岐にわ

たる研究に触れることができ、自身の研究視野を広

げる貴重な機会となった。特に、腫瘍の不均一性や

微小環境に関する研究は、同一疾患に対しても多様

な観点から解析が行われていることを示しており、

強い印象を受けた。また、ポスター発表においては

多くの先生方との質疑の機会を得ることができ、活

発な議論を通じて自身の研究課題への理解が深まる

とともに、研究への意欲向上にもつながった。さら

に、分野横断的な講演やシンポジウムを通じて、普

段触れることの少ない手法や研究内容に接し、新た

な視点の重要性を認識した。加えて、分子生物学関

連の学会では、より基礎的・技術的な発表に触れ、

実験手法や解析アプローチへの理解が深まった。こ

れらの経験を踏まえ、今後は多様な視点や手法を積

極的に取り入れ、より発展的な検討へとつなげてい

きたい。 

 

 

学部学生の部：学会発表 

発表者 山根 英高（歯学科 4 年） 

指導教員 常松 貴明（口腔病理学分野・教授） 

発表題目 がんの進展における extrachromosomal 

circular DNA の生物学的意義の解明 

共同発表者 近藤智之 1)、永尾瑠佳 2)、松澤鎮史 2)、

福場真美 2)、常松貴明 2) 

1）徳島大学大学院医歯薬学研究部 歯科放射線学分

野 

2）徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔病理学分野 

 

学会名 第 115 回 日本病理学会学術総会 

開催場所 グランドメルキュール札幌大通公園/札幌

市教育文化会館（札幌市） 

発表期日 令和 8 年 4 月 18 日（土） 

発表方法 ポスター 

研究成果・自己評価 

Extrachromosomal circular DNA (eccDNA)は、染

色体から独立した染色体由来 2 本鎖環状 DNA であり、

104～107bp 程度の大きな extrachromosomal DNA と

500bp 程度の小さな microDNA が存在することが知ら

れている。前者はがん遺伝子の遺伝子増幅に関与す

ることが報告され、近年着目されつつある。一方で、

microDNA は様々ながんで検出されることが報告され

ているが、その生合成や機能的な役割に関してはほ

とんど明らかとなっていなかった。最近、その生合

成に DNA 損傷やアポトーシスが重要であること、自

然免疫の活性化能を有することが明らかとなりつつ

ある。そこで、本研究では、eccDNA の中でも、特に

microDNA に着目し、そのがんの進展における生物学

的意義を解明することを目的とした。 

 まずアポトーシスの microDNA産生に与える影響

を検討するため、ヒト口腔扁平上皮癌細胞株に放射

線照射を行いアポトーシスを誘導したところ、放射

線線量依存的に microDNAの産生が促進されることが



 

明らかとなった。次にマウス悪性黒色腫細胞株を用

いて、microDNA を含む eccDNA の生合成に関与する

DNA ligase 3(Lig3)及び DNase 1-like 3(DNase1l3)

のノックアウト(KO)細胞を樹立し、機能解析を行な

った。その結果、これらの分子の KO 細胞は野生型

(WT)に比較し、増殖能が低下することを見出した。

加えて、抗がん剤投与によりアポトーシスを誘導し

たところ、KO 細胞は野生型(WT)に比較し、抗がん剤

に対する感受性が上昇することが明らかとなった。 

以上より、microDNA を含む eccDNA は放射線照射

や抗がん剤投与といったアポトーシスが誘導される

状況下で、その産生が上昇すること、さらにがん細

胞の増殖や生存を促進し、がんの進展に寄与する可

能性が示唆された。今後は、マウスへの移植による

in vivo での造腫瘍性やその病理組織学的解析を行

うことで、がんにおける生物学的意義を詳細に解明

したいと考えている。 

初めてのポスター発表であったが、事前に心配し

ていたほど早口にはならず、発表ができた。しかし、

結論部分でタイムオーバーとなってしまい十分に説

明ができなかったため、とても後悔している。また、

質疑応答において難解な質問でないにも関わらず回

答できなかった質問があり、事前準備の重要性や実

験手法についての認識の浅さを実感した。 

学会参加報告 

日本病理学会総会では、3 日間にわたり口頭発表

やポスター発表が行われていた。講義のため最終日

の参加となってしまったが、一般ポスター発表・学

生ポスター発表ともに数多くの演題を閲覧・拝聴す

ることができた。私たちの研究のような実験病理学

的な演題がある一方で、病理診断・病理解剖で経験

した臨床的に稀な症例の演題や、さらには学園祭で

の病理イベントに関する研究などユニークな演題も

あり、多様なテーマのポスターを見学できたことで

自らの知見を深めることができた。今回の貴重な経

験を今後に活かし、有意義な成果を得られるように

努力していきたい。 

 


